
9 3・11・15 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。
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ひ
ろ
ひ
ろ
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福
祉
福
祉
のの　社会を明るくする運動は、すべての国民が力

を合わせ、犯罪のない明るい社会を築くための
全国的な運動です。
　社会を明るくする運動小金井市推進委員会で
は、運動の一環として、少年の非行防止、健全
育成にふさわしい標語を市内在住・在勤・在学
の方を対象に募集したところ、２７点の応募があ
りました。
　選考の結果、入選１点、佳作２点を決定しま
したので紹介します。なお、入選作品は、令和
４年度の第７２回社会を明るくする運動の啓発用
品に印刷し、配布します。

　入選 
未来の子みんなで見守る地域の目
 （福井　髙雄さん・前原町）

　佳作 
あいさつは心ふれあう地域の輪
 （飯田　勝己さん・前原町）
やめようよ言える勇気と思いやり
 （福井　髙雄さん・前原町）
 地域福祉課地域福祉係（☎０４２−３８７−９９１５）問

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

高齢者の虐待防止に向け高齢者の虐待防止に向けてて
 各地域包括支援センター、介護福祉課包括支援係（☎０４２−３８７−９８４５）問

 

　高齢者を押さえつけたり、たたく
といった暴行を加えること

身体的虐待

 

　衰弱させるような著しい減食、長
時間の放置等、高齢者の生活環境や
身体的・精神的な状態を悪化させる
こと

介護・世話の放棄・
放任（ネグレクト）

 

　脅しや侮辱等の言葉や態度、無
視、嫌がらせ等によって精神的に苦
痛を与えること

心理的虐待

 

　本人が同意していない性的な行為
やその強要

性的虐待

 

　本人の合意なしに財産や金銭を使
用したり、本人が希望する金銭の使
用を理由なく制限すること

経済的虐待

高齢者虐待の主な類高齢者虐待の主な類型型
　平成１８年４月に高齢者虐待防止法が施行され、虐待を
受けている高齢者を発見した者は、市町村への通報が義
務付けられています。
　高齢者虐待防止法では養護者・要介護施設従事者等に
よる虐待を高齢者虐待と定めています。ここでの養護者
は金銭の管理、食事や介護等の世話、自宅の鍵の管理等
の世話をしている者が該当します。
　高齢に伴う認知症やその他の病気が原因で、介護が必
要になることは誰にでも起こり得ることですが、良くな
って欲しいという思いや、不慣れな介護により、高齢者
のために行っている介護が高齢者の心や体を傷つけてし
まうことがあります。
　市では市内４か所の地域包括支援センターが相談窓口
になっています。身近に高齢者虐待かもしれないと思わ
れることを見つけた時には地域包括支援センターまでご
連絡ください。虐待を受けている高齢者本人も相談でき
ます。

問合先担当の地域

小金井きた地域包括支
援センター
（☎０４２−３８８−２４４０）

梶野町、関野町、緑町、本町２・
３丁目、桜町１・３丁目

小金井みなみ地域包括
支援センター
（☎０４２−３８８−８４００）

前原町、本町６丁目、貫井南町

小金井ひがし地域包括
支援センター
（☎０４２−３８６−６５１４）

東町、中町、本町１丁目

小金井にし地域包括支
援センター
（☎０４２−３８６−７３７３）

本町４・５丁目、桜町２丁目、貫
井北町

社会を明るくする運動社会を明るくする運動のの
標語が決標語が決定定

 　
　

月　

日
は
「
い
い
風
呂
」
の

１１

２６

日
で
す
。
冬
に
向
か
う
こ
の
時
期

に
入
浴
習
慣
の
見
直
し
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

自
分
は
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
と

過
信
せ
ず
、
周
囲
の
方
も
一
緒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
浴
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

注
意
ポ
イ
ン
ト
】

▽
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖

め
ま
し
ょ
う

▽
湯
温
は　

度
以
下
、
湯
に
つ
か

４１

る
時
間
は　

分
ま
で
を
目
安
に
し

１０

ま
し
ょ
う

▽
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
食
後
す
ぐ
の
入
浴
、
飲
酒
後
、

服
薬
後
の
入
浴
は
避
け
ま
し
ょ
う

▽
入
浴
す
る
前
に
同
居
者
等
に
一

声
か
け
て
、
意
識
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う

高
齢
者
の
入
浴
中
の
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

 

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

 　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
学

び
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
生
か
せ
る
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
講
座
で
す
。

 
　

月
９
日
（
木
）
午
後
２
時
～

１２
４
時 

商
工
会
館 

小
金
井
み
な

み
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

ほ
か 
　

歳
以
上
の
市
内
在
住
の

６５

方 
　

人
（
申
込
順
） 

受
講
後
、

５０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

登
録
可 
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１１

１５

で
商
工
会
（
☎　

儿　

儿
８
７
６

０４２

３８１

５
）
へ

 　

こ
の
体
操
は
、
舌
や
口
周
り
の

筋
肉
を
動
か
す
こ
と
で
、
食
べ
物

を
か
む
・
飲
み
込
む
と
い
う
機
能

の
低
下
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
体
操
で
す
。
体
操
を
続
け

る
こ
と
で
、
舌
や
口
の
動
き
が
滑

ら
か
に
な
り
、
い
つ
ま
で
も
お
い

し
く
食
べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

問認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

時

所

講

対
定

他

申

小
金
井
介
護
予
防
口
腔
体
操

の
動
画
を
作
成

ま
す
。
口
腔
体
操
は
、
ひ
と
フ
レ

ー
ズ
ご
と
に
掛
け
合
い
で
発
声
し

ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
な
る

べ
く
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
口

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
動
画
は
、

市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

   
　

月　

日
（
日
）
午
後
２
時
～

１１

２１

３
時　

分 

花
物
語
こ
が
ね
い
ナ

３０

ー
シ
ン
グ
（
貫
井
北
町
２
儿
６
儿

　

） 

健
康
体
操
、
音
楽
鑑
賞
、

２５認
知
症
の
話
な
ど 

当
日
直
接
会

場
へ 

小
金
井
に
し
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
７
３

０４２

３８６

７
３
）

 
【
出
張
包
丁
研
ぎ
】

 

①　

月　

日
（
日
）
②　

日

１１

１４

２８

問

市公式ＹｏｕＴｕｂｅ

花
物
語
カ
フ
ェ

時

所

内

申

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

時

（
日
）
午
前　

時
～
午
後
２
時　

１０

３０

分
（
受
け
付
け
は
正
午
ま
で
） 

①
社
会
福
祉
協
議
会
②
本
町
作
業

所
（
本
町
６
儿
５
儿　

） 

料
金

１６

等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い 

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２
２

儿　

儿
７
１
１
７
）

２７
【
シ
ル
バ
ー
の
た
め
の
健
康
講
座

儿
一
生
歩
け
る
健
康
な
体
を
手

　

に
入
れ
よ
う
】

 
　

月
６
日
（
月
）
午
後
１
時
～

１２
３
時　

分 

市
民
会
館
・
萌
え
木

３０

ホ
ー
ル
（
商
工
会
館
３
階
） 

宮

本
晋
次
さ
ん
（
全
身
骨
格
矯
正 所

他

問
時

所

講

師
） 
　

歳
以
上
の
市
内
在
住
の

６０

方 
　

人
（
申
込
順
） 
　

月　

３０

１１

１６

日
か
ら
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
７
１
１

２７

７
）
へ

 
■
振
込
日　

月　

日
（
火
）

１１

３０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
ご
連
絡

対
定

申

市
難
病
者
福
祉
手
当
を
支
給

　

月
期
分（
８
～　

月
該
当
分
）

１１

１１

く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、
７

日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い

場
合
▽
氏
名
ま
た
は
住
所
、
口
座

を
変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所

し
た
場
合
▽
疾
病
状
況
が
変
化
し

た
場
合
▽
手
当
を
辞
退
す
る
場
合

 

自
立
生
活
支
援
課
障
害
福
祉
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
２
）

０４２

３８７

 　

成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
親
族

後
見
人
の
方
を
対
象
に
、
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
み
た
か
と
共
同
で
連

絡
会
を
開
催
し
ま
す
。

問親
族
後
見
人
の
つ
ど
い

 
　

月
９
日
（
木
）
午
後
１
時　

１２

３０

分
～
３
時 

社
会
福
祉
協
議
会 

　

人
（
申
込
順
） 

オ
ン
ラ
イ
ン

１０参
加
可 
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１１

１５

で
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
０
１
２
１
）
へ

３８６
 

社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
９
月
分

【
一
般
寄
附
】

▽
２
千　

円
＝
匿
名

８７０

時

所

定

他

申善善
意意
のの

輪輪


